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	スライド 1: ご家族・支援者のみなさまへ  認知症の人と家族の一体的支援事業とは (これから広場）  「認知症の方と家族の関係にアプローチする 　　　　　　　　新しいプログラムです。」  これまで、認知症の本人、家族（介護者）別々に支援が行われてきました。 　（例えば、介護者の集いや家族会、認知症カフェ・本人会議等）  このプログラムは、家族を一つの単位として活動を展開します。家族と本人が、話し合い思いを共有し、そして一緒に活動を楽しむことで、お互いの考えを共有したり、専門職と一緒に葛藤を調整したりしま

